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研究成果の概要（和文）： 
 
 新潟市在住の高齢者を調査対象として、唾液の糸引き度を測定し、口の渇きとの関連を調べ
た。さらに、口の渇きと歯周病の進み具合との関連も調べた。調査は平成１９年と平成２０年
に実施し、これまでに得られたデータとつなげることにより、平成１６年から平成２０年の長
期間について分析を行った。その結果、唾液の糸引き度が高い状態が持続すると口の渇きを引
き起こすことが示された。さらに、口の渇きと歯周病は併発することが示されたが、これは歯
数の少ない高齢者で特に強く認められた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
     This epidemiological study investigated the relationship between salivary 
spinability and xerostomia in an elderly population residing in Niigata City. Furthermore, 
the relationship between xerostomia and periodontal disease progression was also studied. 
The survey was conducted in 2007 and 2008. In this study, the 4-year longitudinal data 
were analyzed by merging data previously obtained in 2004. This study showed that the 
persistence of high salivary spinability could cause xerostomia. The finding that 
periodontal disease progression could accompany xerostomia was especially found in 
elderly subjects with fewer remaining teeth. 
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２．研究の目的 １．研究開始当初の背景 
 

唾液の糸引き度
(牽糸性)の上昇

口腔乾燥の発症

歯周病の進行

？

？

 
 健常高齢者を対象とした疫学調査を平成
１９年および平成２０年に引き続き行い、こ
れまでに得られたデータと連結させること
により、平成１６年～平成２０年の長期にお
ける高齢者の唾液牽糸性と口腔乾燥の発症
との関連、および歯周病進行への影響につい
て明らかにする。 

 高齢者では、加齢に伴う唾液腺の機能低下
により口腔乾燥を訴える者が増加する傾向
にある。これに加えて、薬剤の副作用や特定
の全身疾患が口腔乾燥を引き起こす場合も
多い。歯科臨床においては、唾液分泌量の減
少がう蝕発生や歯周病進行を促すと考えら
れている。口腔乾燥とう蝕発生の関連につい
ては、近年の疫学調査により明らかになりつ
つある。しかし、口腔乾燥と歯周病進行の関
連性は明らかでない。 

 
３．研究の方法 
 
平成 10 年度より実施している厚生科学研

究(高齢者の口腔健康と全身的な健康状態の
関係についての総合研究)で対象としている
新潟市在住高齢者を調査対象とした。 

 平成１６年～平成１８年に交付を受けた
科学研究費補助金による「高齢者の口腔乾燥
と歯周病進行の関連に関する研究」の結果、
刺激唾液の糸引き度(牽糸性)の高い高齢者
では歯周組織状態が悪く、さらに刺激唾液量
の少ない者では特に歯周組織状態の悪いこ
とが示された(Hirotomi T, et al. Journal of 
Dentistry 2006;34:692-698.)。 また、刺激
唾液の牽糸性の高い高齢者では、その後歯周
病が進行しやすいことが示された。 

唾液牽糸性により対象者を 2群に分け、歯
周病進行率を比較した。さらに、口腔健康に
関連する他のリスク要因を含めたロジステ
ィック回帰モデルを作成し、唾液牽糸性の口
腔乾燥および歯周組織に対する影響を定量
的に分析した。 
  
(1)平成１９年度 
 
79 歳高齢者 383 人が調査に参加した｡調査

内容は､口腔乾燥に関する質問紙調査､刺激
唾液の糸引き度(牽糸性(SS))測定および歯
周組織診査であった｡全てのデータが完備し
ていた有歯顎者 339 人を分析対象とした｡乾
いた食品が食べにくい､口の中がネバネバし
て話しにくい､の 2つの質問に対し､どちらか
の質問内容に該当する者を口腔乾燥有りと
した｡パラフィンワックスを用いて刺激唾液
を採取し SS(mm)を測定した｡歯周組織診査で
は､1歯あたり6点について歯周ポケット深さ
(PD)､アタッチメントレベル(AL)および歯肉
からの出血(BOP)を記録した｡口腔乾燥の有
無により対象者を 2群に分け､SS および歯周
パラメーターを比較した。 

 
 
 しかし、上記の疫学研究は平成１６年をベ
ースラインとした２年間の経年調査であっ
た。研究期間が比較的短期間であったため、
唾液の牽糸性の長期的変化およびそれに伴
う口腔乾燥の発症については、明らかにする
ことができなかった。全身的な老化はもとよ
り、口腔内環境も大きく変化する高齢者の唾
液と口腔乾燥および歯周病への影響を明ら
かにするためには、より長期間の疫学研究が
必要である。 

 
(2) 平成２０年度 
 
359 人の高齢者が調査に参加した。調査内

容は、口腔乾燥に関する質問紙調査および歯
周組織診査であった。全てのデータが完備し
ていた有歯顎者 307 人を分析対象とした。乾
いた食品が食べにくい、日の中がネバネバし
て話しにくい、のどちらかに該当する者を口
腔乾燥有りと定義した。歯周組織診査では、
1歯あたり 6点でアタッチメントレベル(AL)
を測定した。各点における 3 mm 以上の AL 増
加を歯周病進行と定義した。口腔乾燥の有無
により対象者を 2群に分け、歯周病進行の部
位割合を比較した。 

 本研究の特色は、牽糸性という唾液の物性
に着目し、口腔乾燥発症および歯周病進行に
対するリスクを解明する点にある。国内外を
問わず、唾液の物性と口腔乾燥および歯周病
との関連について調査した疫学研究はほと
んど認められない。研究結果として、牽糸性
の高い唾液は口腔乾燥の発症を、さらに歯周
病進行を促すものと予想された。唾液の牽糸
性は容易に測定できるため、歯周病予防のス
クリーニングに利用可能である。また、口腔
のセルフケアやプロフェッショナルケアに
重点を置くよう指導する際の、科学的根拠と
なる。  

  



(3)平成２１年度 
 

平成 20年度に調査した 80歳高齢者につい
て、平成 16 年(ベースライン)からの経年変
化について分析した。平成 20 年に有歯顎だ
った 290 人のうち、刺激唾液の糸引き度(牽
糸性)と口腔乾燥発症との関連については
243 人を、口腔乾燥発症と歯周病進行との関
連については 280 人を分析対象とした。両時
点において刺激唾液の牽糸性を測定し、上位
20%者をそれぞれ高牽糸群とした。口の乾き
のため話しにくい、乾いた食品が食べにくい、
のどちらかに該当する者を口腔乾燥有りと
定義し、その発症率を比較した。歯周組織診
査では 1歯 6点でアタッチメントレベル(AL)
を測定した。各点で 3 mm 以上 AL が増加した
場合を歯周病進行と定義し、進行の認められ
た歯数を比較した。多変量解析にはロジステ
ィック回帰分析を用いた。歯周病進行を目的
変数とするモデルでは、歯および人という２
つのレベルを考慮するため、マルチレベルロ
ジスティック回帰分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1)平成１９年度 
 

口腔乾燥は対象者の 20.4%に認められた｡
口腔乾燥を有する群で刺激唾液の牽糸性が
有意に高かった(1.95± 0.38 vs 1.83±
0.29mm,P<0.01)。AL≧6mm の割合を除いた全
ての歯周パラメーターは､口腔乾燥を有する
群で有意に高かった(PD≧4mm, 15.4±17.1 
vs 9.1±12.0%, P<0.001; PD≧6mm, 3.7±7.7 
vs 1.7±4.5%, P<0.01; AL≧4mm, 47.3±26.0 
vs 35.8±27.4%, P<0.01; AL≧6mm, ll.7±
15.1 vs 8.3±15.1%, N.S.; BOP, 12.3±17.0 
vs 7.7±9.3%, P<O.01)｡口腔乾燥の有無によ
る刺激唾液流量に有意差は認められなかっ
た｡結論として、口腔乾燥を有する高齢者で
は刺激唾液の牽糸性が高く､かつ歯周組織状
態が悪いことが示唆された｡また､高齢者の
口腔乾燥は刺激唾液流量と関連のないこと
が示唆された｡ 
 
(2)平成２０年度 
 

口腔乾燥は対象者の 19.2%に認められた。
現在歯数により 3 群(1-9 本 (n=70)、10-19
本 (n=88)、20-32 本 (n=149))に分けて比較
すると、歯数の少ない群で口腔乾燥を有する
者が有意に多かった(それぞれ 24.3%、25.0%、
13.4%, P<0.05)。歯周病進行の部位割合は対
象者全体で 2.7%だった。歯数別に比較すると、
歯数の少ない群で歯周病進行の割合が有意
に高かつた(それぞれ 4.3%、3.2%、1.6%, 
P<0.05)。また、歯周病進行は女性(n=158)に

比べて男性(n=149)で有意に高かった(1.9 vs 
3.5%, P<0.05)。歯数別の 3 群ごとに、歯周
病進行の割合を目的変数、口腔乾燥の有無と
性別とを説明変数とした重回帰分析を行っ
た。その結果、歯数 1-9 本群については、性
別を調整しても歯周病進行と口腔乾燥との
間に有意な正の関連が認められた。結論とし
て、現在歯数の少ない高齢者では、歯周病進
行と口腔乾燥を併発する可能性が高い事が
示唆された。 
 
(3)平成２１年度 
 
 ベースライン時に口腔乾燥のなかった 243
人のうち、４年間で 21%に口腔乾燥が発症し
た。多重ロジスティック回帰分析により性別
および歯数を調整しても、両時点で牽糸性の
高い群は高くない群に比べて口腔乾燥発症
の危険度が 4.4 倍高かった。しかし平成 16
年の牽糸性により口腔乾燥発症を比較して
も差がなかったことから、高牽糸性の持続が
口腔乾燥発症を誘発する可能性が示唆され
た。歯周病進行は、一人平均で 1.9±2.7 本
の歯に認められた。マルチレベルロジスティ
ック回帰分析により性別、歯数、部分床義歯
使用、喫煙および歯の部位(上下顎および前
臼歯)を調整しても、口腔乾燥発症と歯周病
進行との間に有意な関連が認められた。結論
として、高牽糸性の持続が口腔乾燥の発症を
誘発すること、さらに口腔乾燥と歯周病は併
発することが示唆された。 
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